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6月定例会 

　６月定例会は６月５日に招集され、22日ま
での18日間の会期で開きました。今定例会で
は報告３件、福崎町カスタマーハラスメント防
止条例の制定などの議案28件が提出され、慎
重に審議を行いました。

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・承認・可決しました。
　一般質問は６月18日、19日に行われ、９議
員が町政全般にわたり質問しました。

第525回定例会 

福崎町都市計画マスタープランの策定 福崎町都市計画マスタープランの策定 福崎町都市計画マスタープランの策定 福崎町都市計画マスタープランの策定 

などを可決 などを可決 などを可決 などを可決 

福崎町カスタマーハラスメント防止条例の制定 福崎町カスタマーハラスメント防止条例の制定 福崎町カスタマーハラスメント防止条例の制定 福崎町カスタマーハラスメント防止条例の制定 

※報告は質疑のみで討論・採決は行いません。

全員賛成で同意・承認・可決した議案等 
概　要 議　案　名 概　要 議　案　名 

中播公平委員会委員の選任 山下健介氏を選任

福崎町固定資産評価審査委員会委員の選任 大野偉貴氏、増田仁志氏を選任

福崎町農業委員会委員の任命 委員12名の任命

一般会計補正予算（第１号） 800万円増額（総額117億900万円）

一般会計補正予算（第２号） 700万円増額（総額117億1600万円）

人　事 

その他 

報　告 

福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例
県の実施要綱改正に基づき、低所得判定基準等を
引き上げるとともに、福祉医療制度と国公費負担
医療制度の併用を開始する

福崎町都市計画マスタープランの策定
適正な制限のもとに土地の利用を図り、健康で文
化的な都市生活及び機能的な都市活動を確保する
ため、福崎町都市計画マスタープランを策定

福崎町道路線の廃止及び認定
３級430号線を廃止し、新たに２級2372号線及び
３級430号線を認定

工事請負契約（中学校体育館空調設備整備工事）
但南建設株式会社姫路営業所と１億7237万円で工
事請負契約を締結

条　例 

令和8年度 
補正予算 

福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す
る条例

政令の改正等に伴い、非常勤消防団員等及び消防
作業従事者等の損害補償に係る補償基礎額等の改
正

専決処分の承認（福崎町町税条例の一部を改正する
条例）

地方税制改正に伴い、環境性能割の廃止、固定資
産税の免税点の見直し及び町税の納期の変更等に
係る条例の改正

専決処分の承認（福崎町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例）

子ども・子育て支援金課税額の設定、５割・２割
軽減の基準額の見直し及び課税限度額の引き上げ
並びに納期の変更に係る条例の改正

福崎町カスタマーハラスメント防止条例の制定
町職員の安全及び健康を確保し、公務の円滑かつ
適正な執行と公平な行政の実現を図るため、カス
タマーハラスメントの防止に関する施策の基本的
な事項を定める

福崎町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改
正する条例

法律の改正に伴い、在留カード等と個人番号カー
ドを一体化した特定在留カード等の交付申請を行
えるようにする

福崎町体育館の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例

福崎町第２体育館の使用を終了するため、条項の
削除・整理を行う

工事請負契約の変更（姫路市中播消防署本署建設工
事）

原材料費等の高騰により7190万2600円増額し、変
更後の契約金額を17億5490万2600円とする

令和７年度福崎町一般会計予算繰越明許費にかかる
繰越計算書の報告 13事業12億9987万８千円を翌年度へ繰り越し

令和７年度福崎町水道事業会計予算繰越計算書の報
告 １億７千万円を翌年度へ繰り越し

令和７年度福崎町下水道事業会計予算繰越計算書の
報告 ２億2144万８千円を翌年度へ繰り越し
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任 期 
令和８年８月２日～３年間 

任 期 
令和８年６月１７日～３年間 

福崎町固定資産評価審査委員会委員の選任に同意 

大野偉貴氏
のおお ひで き

増田仁志氏
だます ひと し

選挙管理委員会委員及び選挙管理委員会委員補充員の選挙結果 

選挙管理委員会委員 

選挙管理委員会 とは 　　　　　　　　　　　　　　　　選挙管理委員会は４人の選挙管理委員会委員で組織されています。委員は、選
　　　　挙権を有する人で、政治や選挙に関し公正な識見を持っている人の中から、地方公共団体の議会が同数の
補充員とともに選挙することになっています。

豆 知 識 

選挙管理委員会委員補充員 

内藤　勢一氏
いちせいとうない

第1順位 

第3順位 

第4順位 

柳田智宏氏
たやなぎ とも ひろ

埴岡　徹氏
おかはに とおる

中川　茂俊氏
とししげがわなか

内井ひろ子氏
こいうち

中塚　文博氏
ひろふみつかなか

小國　整子氏
こよしぐにお

柴　　佳輝氏
てるよしさきしば

第2順位 

　第525回定例会において、新たに委員４名、補充員４名を選挙し、決定しました。任期は令和
８年７月11日から４年間です。

福崎町農業委員会委員の任命に同意 任 期 令和８年７月２０日～３年間 

上田 　敏氏
だうえ たか とし

隅岡 誠次氏
おかすみ せい じ

山口 金丸氏
ぐちやま かね まる

田中 初美氏
なかた はつ み

後藤 土彦氏
とうご つち ひこ

大杉 　博氏
すぎおお ひろし

松岡 忠幸氏
おかまつ ただ ゆき

植岡 洋子氏
おかうえ ひろ こ

古田 基晴氏
たふる もと はる

加瀬澤智昭氏
か せ ざわ ともあき

小國万左夫氏
お ぐに ま おさ

田 原 地 区： 千家 　清氏
げせん きよし

八千種地区：

福 崎 地 区： 農業委員会 とは 
　農業法に基づく農地の売買・貸借の許可、
農地転用案件への意見など、農地に関する
事務を執行する機関です。

豆 知 識 

任 期 
令和８年７月１日～４年間 

中播公平委員会委員の選任に同意 

山下健介氏
したやま けん すけ

公平委員会 とは 
　地方公務員の勤務条件に関する措置の要求及び職員に
対する不利益処分を審査し、必要な措置を行います。

豆 知 識 固定資産評価審査委員会 とは 
　固定資産課税台帳に登録された評価額に対する不服申
し立てがあった場合に評価額の審査、決定を行います。

豆 知 識 
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6月定例会 
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。

　
町
職
員
へ
の
カ
ス
ハ
ラ

を
防
止
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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問
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総
務
課
長 

総
務
課
長 

総
務
課
長 

福崎町カスタマーハラスメント防止条例を制定 

　昨今、社会問題となっているカスタマーハラスメント（カスハラ）
を防止するための施策の基本的な事項を定め、町職員がすべての町民
に対して公正かつ適正に職務を遂行できる環境を確保し、町民と行政
が共に支え合うまちづくりを進めます。

基本理念　・何人も、あらゆる場において、カスハラを行ってはならない。
　　　　　・町全体でカスハラの防止を図る。ただし、その防止策が正当な申出や要求等を不当
　　　　　　に妨げてはならない。

町の責務　・町職員へのカスハラに対し、組織として毅然と対応するとともに、防止施策に積極
　　　　　　的に取り組む。
　　　　　・町職員からの相談や支援の要請に対応する体制を整備し、被害を受けた町職員に必
　　　　　　要な援助や保護等を行う。

令和8年10月1日施行 

⬅詳しくは、左の
　二次元コードか
　らご覧ください。

福崎町都市計画マスタープラン改定 
　　　　　　　今後10年の都市計画決まる 

問
 

問
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か
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を

ど
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い
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。
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。
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。
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。
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問
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ま
ち
づ
く
り
課
長 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

町
長 

⬅詳しくは、左の
　二次元コードか
　らご覧ください。

　本町のまちづくりの現状と課題を整理し、まちの将来ビジョンや土地利用、道路等の都市施設の
あり方を明確にして、まちづくりの目標と分野別の基本方針を定め、今後10年の取り組み内容を示
すものです。

 計画期間 令和8年度から令和17年度 

　序　章：都市計画マスタープランの改定にあ
　　　　　たって

　第１章：福崎町の概況
　第２章：福崎町の課題
　第３章：将来の都市像
　第４章：将来の都市構造の考え方
　第５章：都市づくりの方向性と分野別の方針
　第６章：まちづくりの実現に向けて



5 ふくさき議会だより　第179号 

6月定例会 

中学校体育館空調設備整備工事（1億7237万円）請負契約を締結 

　福崎西中学校、福崎東中学校両校の体育館
に空調設備を新設することで、快適に施設を
利用できるようになります。
　工事期間は、令和９年３月までとなってい
ます。

■両校の機械設備の箇所数

　耐震改修が未実施で、安全性の観点から早期の閉鎖が求められてきた第２体育館について、利
用者との調整がついたことから、令和８年６月22日に体育館としての使用を終了しました。今後
は、他の施設を利用していただくことになります。

第2体育館使用終了 

　
　
今
後
の
方
向
性
は
。
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ら
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は
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。
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社
会
教
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課
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企
画
財
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長 

総
務
課
長 

倉庫として活用する第２体育館

町税条例、国民健康保険税条例を一部改正（専決処分） 

　主な改正内容
　　●軽自動車税の環境性能割の廃止
　　　（令和８年３月31日）
　　●固定資産税の免税点見直し
　　　（令和９年４月１日から）
　
納期の変更
　郵便法の改正で、土曜日配達の廃止や送
　達日数の繰り下げで、納税通知書の到着
　に時間がかかることから、納期の始まり
　を早め、納付までの期間を長くしました。

福祉医療費助成条例を一部改正 令和8年7月1日施行 

　主な改正内容
　　令和８年７月から、他の公費負担
　　医療制度（指定難病、自立支援医
　　療等）の受給者証をお持ちの場合
　　は、福祉医療の受給者証と合わせ
　　て医療機関等で提示することで、
　　自己負担が軽減されるようになり
　　ました。

専決処分 とは 
　時間の余裕がない場合などに、議会の議決が必要
な事項を町長が判断して執行することです。専決処
分の後に、議会に報告をし承認を求める議案の提出
が必要です。

豆 知 識 

●国民健康保険税算定に「子ども・子育て支援金分」の新設
●医療分の課税限度額引き上げ
●５割・２割軽減の判定所得加算額の引き上げ
　　　　　　　　　　　（いずれも令和８年４月１日から）

自己負担が軽減 自己負担が軽減 
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総務文教常任委員会 

委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　牛 尾 成 利  
委　　員　牛 尾 雅 一  
委　　員　大 住 文 子  
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　中 田 貴 子  

総務文教常任委員会 

中学校部活動地域展開実証事業 
　中学校部活動の地域展開の本格実施に先立ち、６月から翌年１月までの休業日（週末）に実証
事業を行うと報告がありました。

　実施種目：【運動系】卓球、陸上、野球、女子バレーボール、剣道
　　　　　　【文化系】ボランティア、料理

　費用は年間2,000円で、１回だけの参加も可能。実証事業で課題
を洗い出して把握、整理し、福崎町の実情にあった部活動の地域
展開ができるよう、課題を解決していきたいとのことでした。

公共施設予約システム導入 
　インターネットで公共施設の予約ができるシステムが導入され、
クレジットカード等によるキャッシュレス決済もできるようにな
るとの報告がありました。
　運用は令和９年１月からの予定とのことです。

福崎町カスタマーハラスメント防止条例 
　２月から３月にかけて実施した町職員への実態調査アンケートの結果や、条例の概要（要旨）に
ついて報告がありました。カスタマーハラスメント防止条例の対象は、町の業務に従事するすべて
の人となります。

行政懇談会 
　令和７年度は行政懇談会を14地区で開催し、引き続き令和８年度も開催中との報告がありました。

問
 
総務課長 

問
 
町長 

　参加者が少ないのでは。人数を増やすための方策は。 

　区長会総会で改めて呼びかけたい。今回は人権研修と
は別に行政懇談会単独でも開催していることもあり、同
時にするのと比べ若干参加者が少なくなっている地区も
あるが、充実した行政懇談会になっていると感じる。

　参加者の反応は。 
 

　しっかりと聞いてくださっている。集落からの要望や意見にも高い関心を持っておられる。住
民の皆さんは、町行政にある一定の信頼を置いていただいていると思う。

遠野市との児童交流事業 
　小学校６年生15人を対象に８月23日（日）から25日（火）までの
２泊３日で実施予定と報告がありました。

町長 

問
 

学校教育課長 

　町独自の事業で、今回で７回目とのことだが、過去の参加者 
に当時を振り返ってもらい、児童交流事業がその後の考え方や 
行動にどう生かされているかなどについてアンケートを実施し 
て検証してはどうか。

　全員への実施は困難だが、連絡が可能な参加者にアンケート等を実施し、検証する。

　振り返りができるのであれば聞いて、今後の取り組みに生かしていくことが大事だと思う。

昨年度の様子（カッパ釣り体験）
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民生まちづくり常任委員会 

委 員 長　三 輪 一 朝  
副委員長　住 谷 庸 子  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　北 山 智 恵  
委　　員　小 林 　 博  
委　　員　田 中 康 智  
委　　員　前 川 裕 量  

民生まちづくり常任委員会 

ふるさと応援寄附金  令和7年度集計報告 

　寄附件数　5889件（前年度比 563件増） 
　寄附金額　約１億1810万円（前年度比 約480万円増）

　これらの結果については今後ふるさと納税プロジェクト会議において検証を行い、本年度の増収
につなげていきたいということです。
　委員から、返礼品について、単品だけではなく「○○向けセット」など、より検索に引っかかる
ような組み合わせを増やしてはどうかという意見がありました。

養護老人ホーム福寿園  令和10年度末での廃止を検討 

　福崎町養護老人ホーム福寿園について、令和10年度末をもって廃止する方向で検討していると報
告がありました。

　以上のことから、町が単独で養護老人ホーム事業のみを継続することには課題が大きいと判断し
たということです。
　今後のスケジュール（案）は以下のとおりです。

RSウイルス母子免疫ワクチン接種 

　令和８年４月から、ＲＳウイルス感染症に対する母子免疫ワクチンが定期接種Ａ類疾病に位置づ
けられたと報告がありました。ＲＳウイルスは小児や高齢者に呼吸器症状を引き起こすことがあり、
２歳までにほぼ全ての乳幼児が一度は感染するとされています。

　ＲＳウイルス母子免疫ワクチンは、妊婦の方に接種すると、母体内でつくられた抗体が胎盤を通
じて胎児に移行し、生まれた乳児が出生時からＲＳウイルスに対する予防効果を得ることができる
ワクチンです。対象者には、母子健康手帳交付時に周知するとのことです。

接種対象者　妊娠28週０日から36週６日までの妊婦

接種回数　　１回

接種費用　　無料

令和 9 年 3 月 

4 月 

7 月 

10月 

令和11年 3 月 

設置条例等の廃止

入居者・措置市町への説明、職員処遇説明

地域住民説明

入居者の移転開始

閉鎖

今後のスケジュール（案） 今後のスケジュール（案） 

　廃止する理由
　　●建設から47年が経過し、施設全体の老朽化が著しく、現在の財政状況では施設を建て替える
　　　ための財源確保が困難。

　　●近隣施設に空床がある。

　　●社会福祉法人が入居型施設を一体的に運営する形態が一般的となっている。
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一般質問 

通 告 の 内 容 

①中東情勢（ナフサ不足）による影響
　について
②町制施行70周年、これからの歴史・
　文化観光について
③「５歳児健康診査」による切れ目の
　ない支援について

住 谷 庸 子  
９ ペ ー ジ  

すみ たに よう こ 

①福崎町の財政運営について
②役場の開庁時間について
③ＩＴ人材の確保について
④小・中学校における金融教育につい
　て

牛 尾 成 利  
１０ページ 

うし お なり とし 

①公共施設について
②子育て支援について
③不登校支援について

中 田 貴 子  
１１ページ 

なか た たか こ 

①部活動地域展開について田 中 康 智  
１２ページ 

た なか やす とも 

①福崎町養護老人ホーム福寿園の在り
　方について

牛 尾 雅 一  
１３ページ 

うし お まさ かず 

①カスハラ条例について
②農業について
③都市計画道路について

植 岡 茂 和  
１４ページ 

うえ おか しげ かず 

①高齢者の健康を守る感染症対策と予
　防医療の推進
②継続質問（公共施設の安全対策）

大 住 文 子  
１５ページ 

おお すみ ふみ こ 

①諸情勢の変化にともなう財政への影
　響について（金利上昇が与える影響、
　諸物価高騰・諸物質の調達難による
　影響）
②兵庫県の「起債許可団体」移行にか
　かる本町への影響
③人口減少影響と諸計画・ビジョンに
　ついて

三 輪 一 朝  
１６ページ 

み わ かず とも 

①安全な町づくり
②文珠荘について
③「行政改革」について
④教育について
⑤環境問題について

小 林 　 博  
１７ページ 

こ ばやし ひろし 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

各議員の一般質問のページは字数に制限があるため抜粋されています。 
一般質問の詳細な様子は二次元コードを読み取ってご覧ください。 



一般質問 

 
 
「
福
崎
町
文
化
財
保

存
活
用
地
域
計
画
」
の
期

間
は
。
 

 　
計
画
期
間
は
令
和
4
年

度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で

の
7
年
間
。

 
 
次
世
代
に
つ
な
い
で

い
く
た
め
に
、
地
域
と
学

校
が
連
携
し
て
世
代
間
交

流
を
通
じ
て
「
地
域
の
生

き
た
歴
史
や
伝
統
」
を
学

ぶ
機
会
は
。
 

 　
学
校
で
は
、
地
域
と
連

携
し
生
き
た
歴
史
や
伝
統

を
体
験
的
に
学
ぶ
機
会
を

幅
広
く
設
け
て
い
る
。
昔

遊
び
体
験
で
は
、
祖
父
母

や
地
域
の
高
齢
者
が
講
師

と
な
り
、
「
こ
ま
・
め
ん

こ
・
あ
や
と
り
」
な
ど
を

直
接
指
導
し
て
い
る
。

 
 
歴
史
文
化
資
源
を
支

え
る
人
材
を
継
続
的
に
確

保
す
る
た
め
の
体
制
整
備

と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
記
録
、
継
承
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
今
後
の

方
針
は
。
 

 　
各
自
治
会
に
1
名
ず
つ

文
化
財
協
力
員
を
委
嘱
し
、

歴
史
文
化
遺
産
保
護
・
活

用
の
中
核
と
な
る
人
材
を

育
成
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
と
し
て
、

重
要
な
文
書
や
利
用
頻
度

の
高
い
資
料
に
つ
い
て
写

真
撮
影
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
る
。

 
 
以
前
ゴ
ミ
袋
の
品
薄

問
題
が
あ
っ
た
が
、
生
活

に
密
着
し
た
と
こ
ろ
で
の

供
給
不
安
に
つ
い
て
の
対

応
は
。
 

 　
通
常
の
購
買
行
動
の
中

に
お
い
て
は
、
ゴ
ミ
袋
が

不
足
す
る
と
い
う
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
昨
今
の

報
道
を
受
け
て
過
剰
な
反

応
に
よ
る
買
い
占
め
が
始

ま
る
と
品
薄
状
態
が
起
こ

り
得
る
。
町
と
商
工
会
が

連
携
し
て
安
定
供
給
に
努

め
る
。

 
 
こ
の
問
題
が
長
期
化

す
る
場
合
、
万
が
一
に
備

え
て
自
治
体
と
し
て
補
正

予
算
の
検
討
は
。
 

 　
国
補
正
予
算（
第
1
号
）

が
成
立
し
、
中
東
情
勢
の

影
響
に
よ
る
物
価
高
騰
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
の
「

重
点
支
援
地
方
交
付
金
」

の
限
度
額
（
8
6
5
万
2

千
円
）
が
示
さ
れ
た
の
で
、

今
後
補
正
予
算
を
検
討
す

る
。

 
 
影
響
を
受
け
て
い
る

事
業
者
の
相
談
体
制
は
。
 

 　
商
工
会
が
、
特
別
相
談

窓
口
を
開
設
し
地
域
事
業

者
か
ら
の
相
談
に
対
応
。

 
 
「
5
歳
児
健
診
」
は

全
国
的
に
実
施
率
が
低
い

状
況
に
あ
る
が
、
福
崎
町

に
お
い
て
は
早
く
か
ら
実

施
し
て
い
る
。
健
診
の
目

的
、
実
施
時
期
は
。
 

 　
子
ど
も
の
特
性
を
早
期

に
発
見
し
、
特
性
に
合
わ

せ
た
適
切
な
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
生
活
習
慣
、

育
児
に
関
す
る
指
導
を
行

い
、
子
ど
も
の
健
康
の
保

持
及
び
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。「
5

歳
児
健
診
」
は
、
令
和
3

年
度
か
ら
開
始
し
奇
数
月

に
実
施
。

 
 
健
診
で
把
握
し
た
特

性
を
、
学
校
・
相
談
支
援
 

・
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
ぐ
た
め
の
標
準
的

フ
ロ
ー
の
作
成
は
。
 

 　
標
準
的
フ
ロ
ー
は
作
成

し
て
い
な
い
。
個
人
の
特

性
や
支
援
等
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
と
支
援
者
が
共
同

で
作
成
し
、
経
時
的
に
情

報
を
重
ね
て
い
く
個
人
フ

ァ
イ
ル
（
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ

イ
ル
）
を
活
用
し
て
い
る
。

問
 

問
 

問
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
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中
東
情
勢

中
東
情
勢
（
ナ
フ
サ
 

不
足
不
足
）
に
よ
る
影
響

よ
る
影
響
 

中
東
情
勢
（
ナ
フ
サ
 

不
足
）
に
よ
る
影
響
 

「
5
歳
児
健
康
診
査
」
に
よ
る

歳
児
健
康
診
査
」
に
よ
る
 

切
れ
目
の
な
い
支
援
　
　
　

切
れ
目
の
な
い
支
援
　
　
　
 

「
5
歳
児
健
康
診
査
」
に
よ
る
 

切
れ
目
の
な
い
支
援
　
　
　
 

今後、歴史文化遺産を維持管理して 
いくため、本町が目指す将来像は 

「文化財保存活用地域計画」を活用し「活力あふ 
れ 風格のある 住みよいまち」をめざす 住 谷 庸 子 

「福崎町文化財保存活用地域計画」目標と取組
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歳
出
増
へ
の
圧
力
と

予
算
へ
の
影
響
を
ど
の
よ

う
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
 

  　
資
材
等
の
高
騰
が
要
因

で
建
設
工
事
、
物
品
等
入

札
の
一
部
で
不
調
や
入
札

中
止
が
出
て
い
る
。
歳
出

の
増
加
分
は
、
補
正
予
算

で
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
小
中
学
校
給
食
費
無

償
化
に
あ
た
り
、
給
食
の

質
や
量
は
維
持
で
き
る
か
。
 

  　
今
後
物
価
が
高
騰
し
て

も
補
正
予
算
で
対
応
し
、

質
・
量
は
落
と
さ
な
い
。

国
補
助
金
の
増
額
は
な
い
。

　
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
と
健
全
な
財
政
運
営
と

の
両
立
は
ど
う
か
。
 

  　
第
７
次
行
政
改
革
を
し

っ
か
り
と
進
め
て
い
く
。

収
支
見
通
し
も
今
後
決
算

・
予
算
を
反
映
し
て
見
直

し
て
い
く
。

　
　
福
崎
町
役
場
の
来
庁

者
の
動
向
は
。
 

  　
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
導
入
後
来
庁
者
は
30
％

減
少
し
て
い
る
。
時
間
帯

で
は
、
９
時
か
ら
16
時
ま

で
に
集
中
し
て
い
る
。

　
　
役
場
の
開
庁
時
間
と

職
員
の
勤
務
時
間
が
重
な

り
、
残
務
整
理
が
残
業
に

な
っ
て
い
る
。
 

  　
開
庁
時
間
の
短
縮
で
勤

務
時
間
内
に
内
部
事
務
な

ど
を
行
い
、
時
間
外
勤
務

の
削
減
、
夜
間
の
光
熱
費

の
削
減
に
な
る
。
職
員
が

効
率
的
に
業
務
を
進
め
る

こ
と
で
ミ
ス
が
減
り
、
業

務
全
体
の
質
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
県
下
４１
市
町
の
う
ち

１８
市
町
、
人
口
比
で
７５
％

以
上
が
開
庁
時
間
を
短
縮

し
て
い
る
。
働
き
方
改
革
、

業
務
改
善
な
ど
役
場
の
仕

事
の
進
め
方
を
考
え
る
時

期
で
は
な
い
か
。
 

  　
開
庁
時
間
を
短
縮
す
る

こ
と
は
、
職
員
の
働
き
方

改
革
、
残
業
改
善
で
の
経

費
の
削
減
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
や
組
織
の

生
産
性
を
高
め
る
こ
と
に

な
る
。
課
題
整
理
と
幅
広

い
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要

だ
が
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　
高
度
な
ス
キ
ル
を
持

っ
た
Ｉ
Ｔ
人
材
の
確
保
を

ど
う
考
え
る
か
。
人
材
の

民
間
企
業
か
ら
の
派
遣
や

近
隣
市
町
と
の
共
有
も
考

え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。
 

  　
最
新
技
術
や
専
門
知
識

を
持
つ
人
材
の
確
保
は
必

要
。
外
部
人
材
の
有
効
な

活
用
と
職
員
の
育
成
が
現

実
的
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
人
材

の
共
有
は
課
題
も
多
い
が
、

他
市
町
の
動
向
を
参
考
に

適
切
な
方
法
を
模
索
す
る
。

　
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
役
場

機
構
の
変
革
。
デ
ジ
タ
ル

技
術
で
利
便
性
を
高
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ

せ
る
取
り
組
み
は
最
優
先

課
題
の
一
つ
。
福
崎
町
は
、

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。
 

  　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
、
単
な

る
デ
ジ
タ
ル
化
で
な
く
、

利
便
性
向
上
と
職
員
の
負

担
軽
減
が
目
的
。
Ａ
Ｉ
の

活
用
や
電
子
申
請
ス
マ
ー

ト
窓
口
の
導
入
な
ど
で
町

民
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向

上
や
行
政
事
務
の
一
層
の

効
率
化
を
図
る
。

　
　
子
ど
も
を
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
守
る
た
め
、
家
庭
の

役
割
に
加
え
、
小
中
学
校

で
の
金
融
教
育
、
普
遍
的

な
教
育
も
大
切
で
は
。
 

  　
小
学
校
で
は
、
お
金
の

役
割
や
価
値
を
理
解
し
、

計
画
的
な
消
費
選
択
が
で

き
る
態
度
を
養
う
。
中
学

校
で
は
、
経
済
の
仕
組
み
、

金
融
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と

対
処
法
な
ど
を
学
び
、
主

体
的
な
意
思
決
定
能
力
を

養
う
。

　
学
校
に
は
学
校
教
育
と

し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、

モ
ラ
ル
を
身
に
付
け
る
大

切
な
役
割
が
あ
る
。
学
校

で
は
、
不
易
と
し
て
の
変

わ
ら
ぬ
教
育
に
加
え
、
現

代
的
な
課
題
に
対
す
る
教

育
も
重
視
し
て
取
り
組
む
。

問
 

問
 

問
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

総
務
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

教
育
長
 

問
 

Ｉ
Ｔ
人
材
の
確
保

Ｉ
Ｔ
人
材
の
確
保
 

Ｉ
Ｔ
人
材
の
確
保
 

福
崎
町
役
場
の

福
崎
町
役
場
の
 

開
庁
時
間
　
　

開
庁
時
間
　
　
 

福
崎
町
役
場
の
 

開
庁
時
間
　
　
 

小
中
学
校
の
金
融
教
育

小
中
学
校
の
金
融
教
育
 

小
中
学
校
の
金
融
教
育
 

牛 尾 成 利  

物価の高騰、金利の上昇の中で 
どのような財政運営を行うのか 
行政改革により健全財政を維持し、投資的経費 
を抑制していく 
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小
・
中
学
校
の
給
食

費
無
償
化
が
実
現
し
、
子

育
て
世
帯
へ
の
大
き
な
支

援
と
な
っ
て
い
る
。
一
方

で
、
未
就
学
児
を
育
て
る

家
庭
で
は
給
食
費
の
負
担

が
続
い
て
い
る
。
少
子
化

対
策
や
定
住
促
進
の
観
点

か
ら
も
、
幼
児
園
・
こ
ど

も
園
の
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

　
子
育
て
支
援
は
町
の
重

点
施
策
で
あ
り
、
将
来
的

に
は
認
定
こ
ど
も
園
の
給

食
費
無
償
化
も
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
安
定
し
た
財
源

確
保
が
必
要
で
あ
り
、
国

の
制
度
や
財
政
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

 
 
耐
震
性
に
課
題
の
あ

る
第
２
体
育
館
や
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
は
、
利

用
者
の
安
全
確
保
を
最
優

先
に
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
。
利
用
団
体
へ
の
説
明

や
代
替
施
設
の
確
保
、
今

後
の
施
設
再
編
の
方
向
性

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

　
第
2
体
育
館
は
使
用
中

止
の
説
明
を
利
用
団
体
に

行
い
、
第
1
体
育
館
へ
の

移
行
を
進
め
た
。
今
後
は

第
２
体
育
館
を
立
入
禁
止

と
し
、
物
品
に
つ
い
て
も

移
設
先
を
確
保
で
き
次
第
、

速
や
か
に
移
動
し
た
い
。

ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
は
令
和
9
年
度
か

ら
使
用
を
中
止
す
る
。
利

用
団
体
へ
説
明
を
行
い
、

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
や
近
隣
施

設
の
活
用
等
も
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施

設
全
体
に
つ
い
て
、
当
初

の
目
的
に
と
ら
わ
れ
ず
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
や
地
域
活

性
化
の
観
点
も
意
識
し
な

が
ら
、
施
設
の
再
編
や
機

能
の
集
約
・
廃
止
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
。

 
 
町
民
の
利
便
性
向
上

と
行
政
事
務
の
効
率
化
を

目
的
に
導
入
さ
れ
る
公
共

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
進

捗
状
況
は
。
ま
た
、
高
齢

者
な
ど
デ
ジ
タ
ル
機
器
の

操
作
に
不
安
を
感
じ
る
方

へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。
 

　
事
業
者
を
選
定
し
、
令

和
9
年
1
月
の
運
用
開
始

を
目
標
に
準
備
を
進
め
て

い
る
。
対
象
は
体
育
館
や

文
化
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
デ

ホ
ー
ル
な
ど
約
20
施
設
を

予
定
。
ま
た
、
高
齢
者
や

操
作
に
不
安
の
あ
る
方
に

は
窓
口
で
説
明
を
行
い
、

導
入
後
も
電
話
や
窓
口
で

の
受
付
を
継
続
す
る
。

　
　
多
様
化
す
る
教
育
課

題
に
対
応
し
、
「
誰
も
が

自
分
ら
し
く
学
び
、
育
つ

こ
と
が
で
き
る
」
教
育
の

実
現
に
向
け
、
不
登
校
や

登
校
し
づ
ら
さ
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
体

制
と
、
今
後
の
居
場
所
づ

く
り
に
つ
い
て
取
り
組
み

を
問
う
。
 

　
不
登
校
支
援
員
の
配
置

や
家
庭
訪
問
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
と
の
連

携
、
別
室
登
校
支
援
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
や
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
「
の
ぞ
み
教
室
」、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連

携
な
ど
、
多
様
な
学
び
の

場
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
学
校
だ
け
で
な
く
地
域

や
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、

多
様
な
背
景
や
困
り
感
を

有
す
る
子
ど
も
た
ち
を
支

え
る
環
境
づ
く
り
を
今
後

も
進
め
て
い
く
。
不
登
校
、

不
登
校
傾
向
の
あ
る
子
ど

も
に
教
員
が
寄
り
添
い
、

そ
れ
ら
こ
そ
が
多
様
性
の

包
摂
と
い
う
視
点
に
お
い

て
、
制
度
的
、
物
質
的
な

整
備
以
上
に
学
校
教
育
が

目
指
す
根
本
的
な
も
の
だ

と
思
っ
て
い
る
。
違
い
を

認
め
合
え
る
児
童
生
徒
の

育
成
を
目
指
し
て
い
く
。

町
長
 

社
会
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

教
育
長
 

不
登
校
児
童
生
徒

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
支
援
 

強
化
と

強
化
と
居
場
所

居
場
所
づ
く
り
く
り
　
　
　
　
 

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
 

強
化
と
居
場
所
づ
く
り
　
　
 

第２体育館

中 田 貴 子 
国の制度や財政状況を見ながら検討する 

幼児園・こども園の給食費の 
無償化は 

公
共
施
設

公
共
施
設
の
安
全
対
策

安
全
対
策
 

と
利
用
団
体

利
用
団
体
へ
の
対
応
対
応
 

公
共
施
設
の
安
全
対
策
 

と
利
用
団
体
へ
の
対
応
 

社
会
教
育
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

公
共
施
設
予
約

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
 

導
入
導
入
の
進
捗
状
況
　
　
　

進
捗
状
況
　
　
　
 

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
 

導
入
の
進
捗
状
況
　
　
　
 



一般質問 

12ふくさき議会だより　第179号 

　
　
生
徒
の
希
望
に
合
う

既
存
の
地
域
ク
ラ
ブ
が
存

在
し
な
い
場
合
に
は
、
新

た
な
地
域
ク
ラ
ブ
を
町
が

設
立
す
る
と
い
っ
た
考
え

は
あ
る
の
か
。
 

  　
町
が
主
体
と
な
っ
た
新

た
な
地
域
組
織
や
ク
ラ
ブ

の
新
設
は
、
子
ど
も
た
ち

の
活
動
機
会
を
確
保
す
る

と
い
う
観
点
に
お
い
て
は

大
切
で
あ
る
と
受
け
止
め

て
い
る
が
、
課
題
が
多
く
、

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
や
地
域

の
実
情
を
慎
重
に
見
極
め
、

総
合
的
に
考
え
て
い
く
。

　
　
今
年
度
の
実
証
事
業

で
は
、
単
独
の
中
学
校
で

は
成
立
し
に
く
い
活
動
を

町
内
２
校
に
エ
リ
ア
拡
大

し
て
、
成
立
さ
せ
る
努
力

を
し
て
い
る
。
今
回
は
文

化
系
の
活
動
は
２
種
で
あ

る
が
、
市
川
町
・
神
河
町

と
か
、
町
域
を
越
え
た
合

同
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
選

択
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
広
域
的
な

地
域
展
開
に
つ
い
て
の
考

え
は
い
か
が
か
。
 

  　
町
内
に
は
、
今
回
お
願

い
し
た
団
体
以
外
に
も
様

々
な
団
体
が
活
動
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
ま
ず
は
町

内
の
各
種
団
体
に
ご
協
力

を
求
め
て
い
き
た
い
。
町

域
を
越
え
た
広
域
的
な
地

域
展
開
に
い
て
は
、
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、

推
進
協
議
会
で
も
共
有
し

て
い
き
た
い
。

　
　
部
活
動
の
地
域
展
開

で
は
移
動
手
段
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
今
回
の
実

証
事
業
で
は
、
生
徒
自
身

の
自
転
車
移
動
を
中
心
に
、

保
護
者
に
よ
る
送
迎
で
実

施
さ
れ
る
が
、
家
庭
の
送

迎
能
力
に
よ
っ
て
格
差
が

生
じ
る
こ
と
を
意
味
し
な

い
か
。
サ
ル
ビ
ア
号
や
幼

児
園
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

活
用
、
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
の
活
用
に
よ
る
新
た

な
公
共
交
通
の
創
出
な
ど
、

公
共
交
通
に
よ
る
生
徒
の

移
動
を
検
証
し
な
い
の
か
。
 

  　
現
在
の
実
証
事
業
は
、

主
に
休
日
に
視
点
を
置
い

て
い
る
。
公
共
交
通
を
活

用
し
た
実
証
事
業
に
対
す

る
国
の
補
助
は
、
平
日
も

含
め
た
地
域
展
開
の
加
速

化
を
要
件
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
実
施
し
て
い
な

い
。
ま
ず
は
、
情
報
収
集

に
努
め
た
い
。

　
サ
ル
ビ
ア
号
は
3
台
で

運
用
し
て
い
る
が
、
フ
ル

稼
働
状
態
で
あ
り
、
1
台

増
や
し
新
た
な
経
路
を
作

っ
て
の
運
用
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
幼
児
園
の
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
活
用
や
自
家

用
有
償
旅
客
運
送
が
有
用

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

現
状
は
情
報
収
集
に
努
め

て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　
部
活
動
の
地
域
展
開

で
は
指
導
者
の
確
保
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
教
職

員
の
兼
職
兼
業
を
認
め
る

た
め
の
運
営
団
体
の
体
制

整
備
は
検
証
し
な
い
の
か
。
 

  　
実
証
事
業
で
は
、
兼
職

兼
業
の
許
可
を
得
た
教
職

員
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

方
々
に
ご
協
力
を
頂
く
。

運
営
団
体
の
体
制
整
備
は
、

現
在
は
教
育
委
員
会
が
主

導
し
て
い
る
が
、
地
域
で

恒
常
的
に
運
営
で
き
る
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
将
来
的
な
運

営
組
織
の
設
立
も
視
野
に

入
れ
、
持
続
可
能
な
体
制

整
備
に
努
め
た
い
。

　
　
地
域
ク
ラ
ブ
の
運
営

を
教
育
委
員
会
が
担
う
と

な
れ
ば
、
業
務
量
の
増
大

は
計
り
知
れ
な
い
。
ま
し

て
生
徒
の
移
動
手
段
ま
で

担
う
と
、
教
育
委
員
会
が

機
能
不
全
に
陥
っ
て
し
ま

う
の
で
は
と
危
惧
す
る
。

生
徒
の
移
動
手
段
は
、
福

崎
町
の
将
来
の
公
共
交
通

を
検
討
す
る
中
で
解
決
す

る
も
の
と
し
て
、
町
長
部

局
が
担
う
べ
き
で
は
な
い

か
。
 

  　
学
校
部
活
動
の
地
域
展

開
に
伴
う
専
門
的
な
事
務

負
担
が
教
育
委
員
会
に
過

度
に
集
中
し
て
、
教
育
行

政
そ
の
も
の
に
支
障
を
来

す
事
態
は
回
避
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
生
徒
の
移

動
手
段
の
確
保
は
、
町
民

全
体
の
移
動
の
利
便
性
や

地
域
の
公
共
交
通
の
在
り

方
に
わ
た
る
テ
ー
マ
と
の

指
摘
に
つ
い
て
は
、
一
つ

の
視
点
と
し
て
捉
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

問
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

町
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

教
育
長
 

問
 

部活動の地域展開の最終到達点は平日を含めた 
完全移行なのか。スケジュールを示すべきでは 
できる限り早く方針を決定してスケジュールを 
示したい 田 中 康 智 
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現
在
の
福
寿
園
は
、

施
設
全
体
の
老
朽
化
が
著

し
く
、
大
規
模
な
改
修
が

必
要
な
状
況
で
あ
り
、
ま

た
近
年
の
新
規
入
居
率
の

低
下
も
あ
り
、
現
状
の
施

設
を
使
っ
た
運
営
の
廃
止

は
や
む
な
し
と
考
え
る
。

尾
　
町
長
に
至
る
歴
代
の

町
長
は
困
っ
て
い
る
方
に

手
を
差
し
伸
べ
る
「
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

し
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
政

策
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、

福
崎
町
に
住
み
続
け
て
い

る
住
民
の
皆
様
は
決
し
て

少
な
く
な
い
と
感
じ
る
。

福
寿
園
の
廃
止
検
討
一
択

で
は
な
く
、
別
の
場
所
へ

移
転
・
建
て
替
え
と
い
う

選
択
は
で
き
な
い
か
。
 

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

現
在
で
は
社
会
福
祉
法
人

が
、
他
の
介
護
保
険
の
施

設
や
事
業
と
複
合
的
に
運

営
す
る
時
代
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
第
７
次
行
政
改
革

大
綱
実
施
計
画
で
持
続
可

能
な
財
政
基
盤
の
確
立
の

視
点
か
ら
、
公
共
施
設
の

廃
止
、
統
合
複
合
化
の
検

討
を
進
め
る
計
画
と
し
て

お
り
、福
寿
園
の
移
転
・
建

て
替
え
と
い
う
選
択
肢
は
、

今
の
福
崎
町
の
財
政
状
況

を
考
え
る
と
で
き
な
い
。

 
 
福
寿
園
は
、
柳
田
國
 

男
先
生
の
生
家
の
前
に
位

置
し
、
町
内
で
一
番
の
観

光
地
で
、
歴
史
文
化
価
値

の
あ
る
場
所
で
あ
る
。
副

町
長
が
答
弁
の
中
で
、
土

地
の
所
有
権
問
題
に
つ
い

て
関
係
市
町
と
話
し
合
い
、

整
理
を
し
た
い
と
の
こ
と
。

協
議
を
し
て
協
力
を
得
ら

れ
れ
ば
、
「
福
崎
町
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
」

に
お
い
て
「
美
し
き
村
を

目
指
す
歴
史
文
化
ま
ち
づ

く
り
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
「（
民

俗
学
の
ふ
る
さ
と
）
魅
力

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
、
「
柳
田
國
男
・
松

岡
家
記
念
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
等
」
が
検
討
と
し
て

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

柳
田
國
男
先
生
や
松
岡
５

兄
弟
の
業
績
を
活
用
し
た

「
民
俗
学
の
ま
ち
」
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
た
め
に
、
遠

野
市
立
博
物
館
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
 

技
術
を
活
用
し
た
展
示

や
取
り
組
み
な
ど
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
老
朽

化
し
た
柳
田
國
男
・
松

岡
家
記
念
館
を
福
寿
園

の
跡
地
に
移
転
す
る
形

で
、
文
化
庁
や
民
間
企

業
や
地
域
団
体
と
連
携

協
力
を
し
た
「
柳
田
國

男
民
俗
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム（
仮
称
）」
を
建
設
し
、

「
柳
田
國
男
生
家
」
を

一
体
化
す
る
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
構
想
は
検
討
で
き

な
い
か
。
 

  　
記
念
館
の
移
転
に
は
莫

大
な
整
備
費
が
必
要
。
行

政
改
革
を
進
め
て
い
る
本

町
の
財
政
状
況
を
考
え
る

と
、
現
段
階
で
の
実
施
は

困
難
。
し
か
し
な
が
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
展
示
内

容
な
ど
の
充
実
、
魅
力
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
は

重
要
と
認
識
し
て
お
り
、

関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
、

現
施
設
の
改
善
に
努
め
る
。

町
長
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

問
 

福
寿
園

福
寿
園
の
跡
地
利
用

跡
地
利
用
 

福
寿
園
の
跡
地
利
用
 

施設の廃止が検討されている福寿園

今日の福崎町の財政状況を考えるとできない 

福崎町養護老人ホーム福寿園は、廃止検討一択 
ではなく移転・建て替えを検討できないか 

牛 尾 雅 一 

柳田國男・松岡家記念館
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条
例
施
行
を
令
和
８

年
１０
月
ま
で
遅
ら
せ
る
間

の
空
白
期
間
、
現
場
職
員

を
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
ど

う
守
る
の
か
、
具
体
的
な

暫
定
措
置
を
聞
き
た
い
。
 

  　
遅
延
で
は
な
く
施
行
日

ま
で
は
町
民
へ
の
周
知
期

間
と
し
、
現
行
の
要
綱
と

手
引
に
基
づ
き
対
応
。
８

月
末
に
職
員
研
修
を
行
い
、

適
正
な
対
応
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
考
え
で
あ
る
。

　
　
正
当
な
批
判
や
激
励

を
、
職
員
が
「
カ
ス
ハ
ラ

だ
」
と
誤
認
し
て
町
民
の

声
を
拒
絶
し
な
い
よ
う
、

ど
う
防
ぐ
の
か
。
 

  　
正
当
な
要
求
の
誤
認
は

大
き
な
問
題
に
発
展
し
か

ね
な
い
。
ま
ず
は
「
傾
聴
」

か
ら
入
り
、
丁
寧
に
応
対

す
る
中
で
見
極
め
る
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
は
フ
ロ
ー
図

を
用
い
て
視
覚
的
に
組
み

込
む
。

　
　
暴
言
や
不
当
な
時
間

拘
束
な
ど
、
事
件
性
の
あ

る
悪
質
な
事
案
が
起
き
た

時
、
組
織
と
し
て
躊
躇
な

く
警
察
へ
通
報
し
、
被
害

届
を
出
す
明
確
な
一
線
基

準
を
設
け
る
覚
悟
は
あ
る

か
。
 

  　
毅
然
と
し
た
姿
勢
は
重

要
。
新
し
い
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
は
、
警
察
へ
の
通

報
や
被
害
届
提
出
に
つ
い

て
し
っ
か
り
明
記
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　
　
福
崎
町
は
過
去
に
つ

ら
い
経
験
を
し
て
い
る
。

率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き

だ
っ
た
。こ
の
ス
ピ
ー
ド
感

の
な
さ
は
、
現
場
を
守
る

ト
ッ
プ
と
し
て
熱
意
と
誠

意
に
欠
け
る
の
で
は
な
い

か
。
 

  　
遅
い
と
は
考
え
て
い
な

い
。
半
年
前
に
条
例
化
を

表
明
後
、
４
月
に
危
機
管

理
係
を
置
き
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
き
た
。
た

だ
、
疑
わ
し
い
案
件
で
職

員
を
亡
く
し
た
事
実
は
真

に
悔
し
く
、
兵
庫
県
下
初

の
条
例
制
定
を
進
め
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
役
場

に
し
て
い
く
。

　
　
も
ち
む
ぎ
の
正
確
な

在
庫
数
は
い
く
ら
か
。
ま

た
、
民
間
施
設
で
保
管
し

た
場
合
の
潜
在
的
な
年
間

コ
ス
ト
は
。
 

  　
令
和
７
年
度
末
の
在
庫

量
は
全
体
で
1
6
3
ト
ン
。

仮
に
民
間
倉
庫
で
保
管
し

た
場
合
、
月
約
15
万
円
、

年
間
約
1
8
0
万
円
（
税

別
）
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

　
　
Ｊ
Ａ
の
善
意
で
コ
ス

ト
が
表
面
化
せ
ず
、
在
庫

処
分
の
経
営
判
断
や
販
路

開
拓
へ
の
危
機
感
が
薄
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
福

崎
も
ち
む
ぎ
の
日
」
制
定

に
よ
る
売
上
増
の
戦
略
は
。
 

  　
今
後
は
販
路
拡
大
も
含

め
消
費
を
活
発
化
さ
せ
、

適
正
在
庫
を
目
指
す
。
毎

月
11
日
の
Ｐ
Ｒ
日
や
首
都

圏
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

等
、
新
社
長
の
も
と
、
５

年
間
で
収
支
均
衡
を
目
指

す
。

　
　
も
ち
む
ぎ
単
体
で
は

弱
い
。
全
農
地
を
「
ガ
ジ

ロ
ウ
農
園
」
と
捉
え
、
お

米
も
含
め
た
全
農
産
物
を

統
一
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
流

通
・
Ｐ
Ｒ
さ
せ
る
展
開
は

検
討
で
き
な
い
か
。
 

  　
ブ
ラ
ン
ド
化
は
有
効
で

あ
る
。
一
つ
の
大
き
な
農

園
と
す
る
案
や
ガ
ジ
ロ
ウ

名
を
冠
し
た
農
産
物
な
ど
、

国
庫
補
助
制
度
の
対
象
要

件
と
し
て
成
り
立
つ
可
能

性
も
含
め
研
究
す
る
。

　
　
総
務
省
の
「
ロ
ー
カ

ル
１
万
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
立

ち
上
げ
に
使
え
る
国
の
予

算
が
あ
る
。
情
報
収
集
を

し
な
が
ら
農
業
振
興
に
努

め
る
考
え
は
あ
る
か
。
 

  　
東
京
等
で
は
Ｐ
Ｒ
不
足

が
実
態
。
提
案
の
あ
っ
た

補
助
金
な
ど
も
研
究
・
情

報
収
集
し
な
が
ら
、
農
業

振
興
に
努
め
る
。

　
　
橋
を
架
け
る
こ
と
に

つ
い
て
、
町
長
自
身
の
口

か
ら
意
思
を
聞
き
た
い
。
 

  　
都
市
計
画
決
定
を
打
っ

て
い
る
こ
と
は
町
の
意
思

決
定
な
の
で
、
当
然
橋
は

必
要
と
い
う
意
思
で
あ
る
。

問
 

問
 

問
 

問
 

総
務
課
長
 

総
務
課
長
 

総
務
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

地
域
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

問
 

問
 

農
　
業

農
　
業
 

農
　
業
 

都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
道
路
 

都
市
計
画
道
路
 

町長が現場職員を守る熱意、誠意は 

ハラスメントのない役場にしていく 
植 岡 茂 和  
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本
町
に
お
け
る
高
齢

者
向
け
の
予
防
接
種
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

ま
た
接
種
費
用
の
自
己
負

担
額
は
。
 

  　
４
種
類
で
表
の
と
お
り
。

 
 
日
本
老
年
医
学
会
が

公
表
し
て
い
る
「
６５
歳
以

上
の
成
人
で
接
種
を
検
討

す
べ
き
ワ
ク
チ
ン
」
の
資

料
に
は
、
４
種
類
の
他
に
、

呼
吸
器
感
染
症
で
あ
る
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
を

あ
げ
て
い
る
。
本
年
４
月

よ
り
、
妊
婦
を
対
象
と
し

た
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
母
子
免

疫
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

が
開
始
さ
れ
た
が
、
高
齢

者
に
と
っ
て
も
、
重
症
化

が
懸
念
さ
れ
る
感
染
症
で

あ
る
。
住
民
へ
の
周
知
や

啓
発
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
 

  　
今
後
、
必
要
に
応
じ
て

周
知
し
た
い
。

 
 
神
河
町
で
は
本
年
４

月
よ
り
任
意
高
齢
者
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
の
助

成
事
業
と
し
て
、
接
種
費

用
の
う
ち
１
万
円
を
助
成

す
る
町
独
自
の
費
用
助
成

を
開
始
し
た
。
基
礎
疾
患

を
有
す
る
高
齢
者
の
命
と

健
康
を
守
る
た
め
に
、
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
に
対
す
る
助
成

制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
 

  　
１
回
当
た
り
約
３
万
円

と
い
う
高
額
な
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
費
用
対

効
果
を
考
え
る
と
、
現
時

点
で
は
助
成
制
度
の
必
要

性
は
低
い
と
考
え
る
。

 

消
防
計
画
に
は
、「
消

防
訓
練
の
際
、
手
袋
や
保

安
帽
を
装
着
さ
せ
、
十
分

に
安
全
を
確
保
」
と
あ
る

が
、
現
地
視
察
で
の
確
認

で
、事
務
所
に
保
安
帽（
防

災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
）
の
用
意

は
な
か
っ
た
。
文
化
セ
ン

タ
ー
事
務
所
は
大
ホ
ー
ル

側
に
あ
り
建
物
の
安
全
性

が
非
常
に
心
配
さ
れ
る
場

所
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
通

報
や
館
内
放
送
も
行
わ
れ

る
。
職
員
の
安
全
を
守
る

観
点
か
ら
も
、
保
安
帽
の

準
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。
 

  　
今
後
、
保
安
帽
を
準
備

し
た
い
。

 
 
実
践
的
な
避
難
誘
導

訓
練
の
実
施
は
、
耐
震
補

強
の
さ
れ
て
い
な
い
文
化

セ
ン
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

見
解
は
。
 

  　
実
践
的
な
訓
練
は
、
安

全
確
保
に
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

よ
り
実
効
性
の
高
い
訓
練

と
な
る
よ
う
努
め
る
。

 
 
利
用
者
が
い
る
夜
間

に
大
規
模
地
震
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
、
１
名
の
職

員
で
状
況
把
握
、
1
1
9

番
通
報
、
館
内
放
送
、
利

用
者
の
避
難
誘
導
な
ど
を

同
時
に
行
う
こ
と
は
、
極

め
て
困
難
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
に
利
用
者
の
安
全
を

確
保
す
る
の
か
。
 

  　
初
動
行
動
の
優
先
順
位

を
明
確
に
し
た
手
順
の
整

備
、
利
用
団
体
へ
の
事
前

説
明
、
館
内
放
送
や
、
自

動
通
報
装
置
の
活
用
な
ど
、

少
人
数
で
も
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

 
 
現
地
視
察
に
お
い
て

当
施
設
に
は
多
く
の
窓
ガ

ラ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
 

早
急
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る
等
の
安
全
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。
 

  　
施
設
全
て
の
窓
に
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
を
施
工
す

る
こ
と
は
、
多
額
の
費
用

を
要
し
対
応
が
困
難
で
あ

る
。
代
替
措
置
で
、
利
用

者
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

耐
震
補
強
未
実
施

耐
震
補
強
未
実
施
の
文
化
セ

文
化
セ
ン
 

タ
ー
の
安
全
対
策
と

安
全
対
策
と
避
難
体
制

避
難
体
制
 

耐
震
補
強
未
実
施
の
文
化
セ
ン
 

タ
ー
の
安
全
対
策
と
避
難
体
制
 

窓ガラスの多い文化センター

今後、必要に応じて周知したい 

高齢者に注意が必要なRSウイルス感染症の 
周知・啓発についての考えは 

大 住 文 子 

※１回分。２回接種必要
※

新型コロナウイルス
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金
利
の
指
標
と
な
る

１０
年
も
の
国
債
の
金
利
は

６
月
１６
日
に
２
・
6
％
台

で
、
１
年
前
の
１
％
台
前

半
か
ら
大
幅
に
上
昇
し
て

い
る
状
況
の
な
か
、
日
銀

は
6
月
１６
日
に
政
策
金
利

を
0
・
2
5
％
引
き
上
げ

て
1
％
へ
と
引
き
上
げ
た
。

金
利
上
昇
は
、
単
に
公
債

費
負
担
が
増
え
る
だ
け
で

な
く
、
公
共
施
設
等
管
理

計
画
や
、
事
業
の
採
算
性

評
価
に
影
響
を
与
え
、
事

業
の
優
先
順
位
の
見
直
し

や
、
事
業
規
模
の
縮
小
、

事
業
の
延
期
な
ど
の
可
能

性
が
生
ず
る
。
 

　
金
利
上
昇
の
影
響
と
な

る
が
、
特
に
税
収
等
が
入

る
時
期
と
経
費
を
支
払
う

時
期
の
ズ
レ
を
埋
め
る
た

め
に
借
り
入
れ
る
一
時
借

入
金
利
息
の
上
昇
に
よ
る

会
計
年
度
内
の
資
金
繰
り

の
影
響
は
ど
う
か
。
 

  　
令
和
８
年
度
に
お
け
る

一
時
借
入
金
の
想
定
は
最

大
15
億
円
で
、
借
入
期
間

は
1
月
半
ば
か
ら
出
納
閉

鎖
期
間
ま
で
の
５
カ
月
間
、

利
息
は
5
5
0
万
円
と
し
、

さ
ら
に
予
備
で
３
億
円
、

利
息
は
1
4
0
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。
金
融
機
関

か
ら
の
一
時
借
入
に
代
わ

る
手
法
に
、
本
町
保
有
基

金
の
繰
替
運
用
が
あ
り
、

市
場
金
利
よ
り
も
低
利
の

資
金
調
達
と
な
っ
て
、
金

利
負
担
を
軽
減
で
き
る
。

　
　
金
利
上
昇
に
よ
り
、

企
画
財
政
課
と
出
納
室
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
緊
密
に

連
携
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
の
精
度
を
高
め
、
一

時
借
入
金
と
借
入
期
間
を

可
能
な
限
り
圧
縮
す
る
方

向
性
は
ど
う
か
。
 

  　
企
画
財
政
課
と
出
納
室

は
緊
密
に
連
携
し
た
う
え

で
、
収
支
の
予
定
を
つ
ぶ

さ
に
把
握
す
る
。
ま
た
、

一
時
借
入
金
や
基
金
の
繰

替
運
用
を
組
み
合
わ
せ
て

収
支
を
実
行
す
る
な
ど
し

て
、
借
入
期
間
を
可
能
な

限
り
圧
縮
す
る
よ
う
、
適

正
な
公
金
運
用
に
努
め
る
。

　
　
金
利
上
昇
に
か
か
る

公
営
企
業
会
計
へ
の
影
響

に
つ
い
て
、
コ
ス
ト
増
は

最
終
的
に
「
料
金
改
定
」

圧
力
と
な
る
た
め
、
企
画

財
政
課
は
上
下
水
道
課
と

も
金
利
上
昇
リ
ス
ク
に
関

す
る
情
報
を
共
有
し
、
影

響
を
把
握
す
る
方
向
性
は

ど
う
か
。
 

  　
金
利
の
上
昇
に
と
も
な

い
、
一
般
会
計
か
ら
下
水

道
事
業
会
計
に
対
す
る
繰

出
金
が
増
加
す
る
と
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
下

水
道
課
と
情
報
共
有
を
行

う
と
と
も
に
、
金
利
上
昇

リ
ス
ク
の
低
減
方
策
を
検

討
す
る
。

　
　
物
価
上
昇
局
面
に
中

東
情
勢
の
影
響
が
加
わ
り
、

石
油
由
来
製
品
を
は
じ
め

と
し
た
影
響
が
生
じ
て
い

る
。
公
共
工
事
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
原
材
料
の

確
保
、
要
員
確
保
な
ど
の

広
範
囲
の
情
報
収
集
を
実

施
し
て
い
る
の
か
。
 

  　
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
ほ
か
、

工
事
業
者
の
生
の
声
で
動

向
を
把
握
し
て
い
る
。

　
中
東
情
勢
の
影
響
前
か

ら
、
で
き
る
限
り
の
対
策

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
県
は
本
年
８
月
に
も

起
債
許
可
団
体
に
移
行
す

る
見
通
し
と
さ
れ
、
知
事

は
公
共
工
事
の
大
幅
な
削

減
は
避
け
ら
れ
な
い
と
し
、

工
事
の
優
先
順
位
を
判
断

す
る
と
し
て
い
る
。
県
の

ひ
ょ
う
ご
イ
ン
フ
ラ
整
備

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、

本
町
に
は
多
く
の
整
備
予

定
箇
所
が
あ
っ
て
、
う
ち

７
か
所
が
令
和
１０
年
度
ま

で
の
完
工
予
定
で
あ
る
。

完
工
の
遅
延
、
規
模
の
縮

小
に
な
ら
ぬ
よ
う
技
監
不

在
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も

積
極
的
な
活
動
を
願
い
た

い
が
ど
う
か
。
 

  　
本
町
は
４
月
、
５
月
に
、

県
に
対
し
て
公
式
に
事
業

進
捗
に
か
か
る
要
望
を
行

っ
て
い
る
。
７
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
県
と
の
会
議

に
お
い
て
も
着
実
な
事
業

進
捗
を
要
望
す
る
予
定
。

問
 

問
 

問
 

会
計
管
理
者
 

会
計
管
理
者
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

上
下
水
道
課
長
 

問
 

諸
物
価
高
騰

諸
物
価
高
騰
・
諸
物
資

諸
物
資
 

の
調
達
難
に
よ
る
影
響

の
調
達
難
に
よ
る
影
響
 

諸
物
価
高
騰
・
諸
物
資
 

の
調
達
難
に
よ
る
影
響
 

兵
庫
県

兵
庫
県
の
起
債
許
可
団
体
　
　

起
債
許
可
団
体
　
　
 

移
行
移
行
に
か
か
る
本
町

か
か
る
本
町
へ
の
影
響
影
響
 

兵
庫
県
の
起
債
許
可
団
体
　
　
 

移
行
に
か
か
る
本
町
へ
の
影
響
 

金利上昇の影響と対応策はどうか 

金利上昇リスクの低減方策を検討する 
三 輪 一 朝 
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小 林 　博  

総
務
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

副
町
長
 

教
育
長
 

企
画
財
政
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

税
務
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

行
政
改
革

行
政
改
革
 

行
政
改
革
 

環
境
問
題

環
境
問
題
 

環
境
問
題
 

 
 
災
害
シ
ー
ズ
ン
へ
の

対
策
に
つ
い
て
、
河
川
の

浚
渫
等
の
計
画
は
。
 

 　
市
川
の
中
国
縦
貫
自
動

車
道
南
側
の
浚
渫
を
県
に

要
望
し
て
い
る
。
町
河
川

に
つ
い
て
は
今
年
度
の
予

定
は
な
い
。

 
 
避
難
所
や
備
蓄
の
準

備
、
点
検
は
。
 

 　
点
検
と
更
新
を
し
て
い

る
。

 
 
道
路
や
歩
道
の
段
差

な
ど
の
対
処
を
お
願
い
し

た
い
。
 

 　
整
備
の
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
神
崎
橋
歩
道
橋
等

の
段
差
に
つ
い
て
は
、
県

に
も
確
認
を
依
頼
す
る
。

 
 
建
物
撤
去
後
で
信
号

待
ち
の
場
所
の
な
い
所
な

ど
、
交
差
点
の
改
良
は
。
 

 　
　
川
交
差
点
に
お
け
る

建
物
撤
去
後
の
場
所
は
対

応
中
。

 
 
風
呂
の
再
開
へ
の
見

通
し
は
。
 

 　
協
議
を
進
め
て
い
る
。

中
止
の
ま
ま
に
は
し
な
い
。

　
経
営
的
な
面
か
ら
も
給

湯
設
備
の
方
式
を
研
究
し

て
い
る
。

 
 
玄
関
を
入
っ
て
正
面

に
設
置
さ
れ
た
壁
に
つ
い

て
、
安
全
上
の
問
題
は
。
 

 　
避
難
経
路
は
確
保
で
き

て
い
る
。
消
防
の
点
検
は

館
全
体
と
し
て
こ
れ
か
ら

受
け
る
。

 
 
既
存
住
宅
改
修
に
よ

る
固
定
資
産
税
の
減
額
に

つ
い
て
、
広
く
知
ら
せ
て

ほ
し
い
。
 

 　
今
後
、
広
報
な
ど
に
掲

載
し
、
情
報
公
開
に
努
め

た
い
。

 
 
指
定
管
理
等
も
含
め

各
種
契
約
の
状
況
全
体
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ

る
よ
う
整
備
し
て
ほ
し
い
。
 

 　
改
め
て
整
理
し
、
一
定

の
基
準
以
上
の
も
の
を
見

や
す
く
し
た
い
。

 
 
町
の
使
用
料
手
数
料

の
改
定
の
進
捗
状
況
を
オ

ー
プ
ン
に
し
て
ほ
し
い
。
 

 

　
手
数
料
は
見
直
し
の
必

要
性
は
な
い
と
判
断
し
た
。

施
設
の
使
用
料
は
調
整
中
。

９
月
に
議
会
に
素
案
を
報

告
す
る
。

 
　
施
設
の
使
用
廃
止
な

ど
で
利
用
者
が
活
動
計
画

に
苦
慮
し
て
お
ら
れ
る
の

で
は
と
心
配
し
て
い
る
。

住
民
の
様
々
な
活
動
に
学

校
施
設
の
積
極
的
開
放
や

各
種
施
設
の
有
効
利
用
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
は
。
 

 　
施
設
の
柔
軟
な
活
用
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

 
 
福
祉
や
教
育
、
災
害

対
策
で
も
地
域
力
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
住
民
ど
う

し
の
つ
な
が
り
を
保
つ
た

め
に
も
、
多
く
の
住
民
が

利
用
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
の
が
行
政
の
責
任
と

考
え
る
が
。
 

 　
そ
の
よ
う
に
進
め
た
い
。

そ
ち
ら
に
も
力
を
注
ぐ
必

要
が
あ
る
。

　
社
会
教
育
の
役
割
を
再

認
識
し
、
地
域
力
の
向
上

に
資
す
る
施
策
を
進
め
た

い
。

 
 
高
橋
の
廃
棄
物
問
題

の
取
り
組
み
は
。
 

 　
草
刈
り
程
度
で
堆
積
物

の
搬
出
と
ま
で
は
い
か
な

い
。
引
き
続
き
指
導
を
行

う
。

　
非
常
に
重
要
な
案
件
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

文
珠
荘

文
珠
荘
 

文
珠
荘
 

社
会
教
育

社
会
教
育
の
充
実
充
実
 

社
会
教
育
の
充
実
 

災害シーズンを前に万全な対策を 

常に点検をしている 

し
ゅ
ん
せ
つ
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暦
の
上
で
は
秋
を
迎
え
ま
す

が
、
太
陽
の
強
い
日
差
し
を
浴

び
た
田
畑
に
は
、
青
々
と
生
命

力
あ
ふ
れ
る
緑
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
自
然
豊
か
な
福
崎
町
で

は
、
何
気
な
い
日
常
の
風
景
が

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い

ま
す
。

　
議
会
で
は
、
防
災
や
子
育
て
、

地
域
の
活
力
づ
く
り
な
ど
、
町

の
未
来
に
つ
な
が
る
課
題
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

こ
の
議
会
広
報
が
、
町
政
や
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
と
と
も

に
、
よ
り
良
い
福
崎
町
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
城
谷
英
之
）

委 員 長　田 中 康 智  

副委員長　牛 尾 雅 一  

委　　員　牛 尾 成 利  

委　　員　城 谷 英 之  

委　　員　住 谷 庸 子  

委　　員　中 田 貴 子  

議会広報常任委員会 

7月3日、八千種小学校の6年生が議場見学に来られました。 

児童18名が議員と町部局にわかれ、模擬議会を行いました。配役を替えて2回実施しました。 

「はい、議長！」「異議なし！」など、元気な声が議場を飛び交いました。 


